
板橋区高齢者シェルター事業実施要綱 

（平成１８年４月１日区長決定） 

（目的） 

第１条 板橋区高齢者シェルター事業（以下「事業」という。）は、家族から虐待を受

けている高齢者、自宅での生活が困難な身寄りのない認知症高齢者等、緊急対応が

必要な高齢者を一時的に保護することにより、高齢者又はその家族の福祉の向上を

図ることを目的とする。 

 

（事業の実施） 

第２条 この事業は、事業運営を委託した社会福祉法人等（以下「委託施設」という。）

が保有するベッドを利用して実施する。 

 

（対象者） 

第３条 事業の対象者は、板橋区に住所を有する、おおむね６５歳以上の在宅の要援

護高齢者であって、家族からの虐待・放置等により在宅生活が困難と認められ、緊

急に施設入所による保護が必要な高齢者であり、かつ、次の要件を備えている者と

する。ただし、区長が特に必要があると認める場合は、この限りでない。 

⑴ 特に医師等の治療を要しない者 

⑵ 感染性疾患のない者 

⑶ 高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律（平成１７年

法律第１２４号）第９条第２項の措置を講じることができない者 

２ 前項の規定にかかわらず、医療機関が委託施設である場合には、前項各号の規定

は適用しない。 

 

（利用期間） 

第４条 入所の期間は、原則として７日以内とする。ただし、区長がやむを得ないと認

めるときは、この限りでない。 

 

（利用の申請） 

第５条 事業の利用を希望する本人、本人の家族、代理人等（以下「申請者」という。）

は、高齢者シェルター利用申請書（別記第１号様式）及び同意書（別記第２号様式）

を、区長に提出しなければならない。ただし、緊急やむを得ないと、区長が認める

場合には、口頭により申請することができる。 

 

（利用の決定） 

第６条 区長は、利用の申請を受理したときは、速やかに第３条の規定に該当するか

否かを審査し、利用の可否を決定するものとする。 

２ 前項の場合において区長は、第３条の規定に該当するときは、高齢者シェルター

利用決定通知書（別記第３号様式）により申請者に通知するとともに、高齢者シェ

ルター依頼書（別記第４号様式）により、委託施設に通知するものとする。 



（利用の決定の取消し） 

第７条 区長は、次の各号のいずれかに該当するときは、利用の決定を取り消すこと

ができる。 

 ⑴ 利用者の、医療処置又は感染性疾患のため、委託施設での受入れが不適当と認

められるとき。 

 ⑵ 利用者の暴力行為等により、委託施設又は他の入所者の安全に、支障があると

認められるとき。 

 

（移送） 

第８条 入退所時における移送は、原則として申請者が行うものとする。 

 

（費用負担） 

第９条 利用者は、入所に要する費用のうち、別表に定める額に利用日数を乗じた額

を、区長に支払わなければならない。 

２ 前項の規定にかかわらず、利用者は、前項の規定により支払うべき食費を委託施

設に支払った場合には、施設利用料のみを区長に支払うものとする。 

３ 前２項に規定するもののほか、入所に要する費用は、利用者の負担とする。 

４ 利用者が負担する費用のうち、委託施設に支払うべき費用について、区長は、利

用者に代わり当該施設に支払うことができる。この場合において、区長は、当該

費用を利用者に求償するものとする。 

 

（その他） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、健康生きがい部長が定める。 

 

付 則 

 この要綱は、平成１８年４月１日から施行する。 

付 則 

この要綱は、平成２０年４月１日から施行する。 

  付 則 

この要綱は、平成２４年３月２８日から施行し、第９条に１項を加える改正規定は、

平成２３年１２月１日から適用する。 

  付 則 

この要綱の一部改正は、令和３年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 



別表 

 食  費 施 設 利 用 料 合  計 

基準額 １,３８０円 １,１５０円 ２,５３０円 

第１段階 ３００円 ３２０円 ６２０円 

第２段階 ３９０円 ４２０円 ８１０円 

第３段階 ６５０円 ８２０円 １,４７０円 

 

基 準 額  住民税課税世帯 

第１段階  生活保護受給者又は住民税世帯非課税の老齢福祉年金受給者 

第２段階  住民税世帯非課税で課税年金収入額及び合計所得金額の合計が８

０万円以下の者 

第３段階  住民税世帯非課税で利用者負担第２段階以外の者 



  



 

  



第２号様式（第５条関係） 

 

 

同 意 書 
 

高齢者シェルター事業の利用に当たっては、次の事項を遵守し、万一事故が生じても板橋区及

び利用施設の過失による場合を除き、一切異議申立てをいたしません 

 

記 

 

１ 申込書の記載事項に変更があった場合は、直ちに板橋区長に連絡いたします。 

 

２ 高齢者シェルターの利用に当たりましては、利用施設職員の指示に従います。 

 

３ 高齢者シェルターの利用に当たっては、入所期間が満了したときは速やかに退所いたします。

万一、真にやむを得ない理由により退所が遅延する事由が生じたときは、直ちに連絡し指示に

従います。 

 

４ 高齢者シェルターの利用に当たって、利用施設職員及び他の利用者に対して暴力行為又は暴

言等を行ったときは、高齢者シェルターの利用施設から退去されても、板橋区及び利用施設に

対して異議申し立てはいたしません。 

 

５ 失禁等により利用施設の備品・設備等を交換する事態になったときは、その賠償をいたしま

す。 

 

６ 高齢者シェルターの利用に要した費用につきましては、速やかに板橋区及び利用施設に対し

てお支払いいたします。 

 

   年   月   日 

 

（宛先）板橋区長 

 

申請者 

住 所 

 

氏 名                 

 

利用者との続柄 

 

利用者 

住 所 

 

氏 名                 

 

 



第３号様式（第６条関係） 

 

事  案  番  号 

年  月  日 

 

 

 

          様 

 

 

高齢者シェルター利用決定通知書 

 

 

板 橋 区 長 

○ ○ ○ ○ 

 

 

 

高齢者シェルター事業について、下記のとおり決定しましたので通知します。 

 

 

 

 

 

利用者 

氏  名  

生年月日  性 別  

住  所  

費用負担  

利用年月日  

利用施設名  

 

 

 



第４号様式（第６条関係） 

 

事  案  番  号 

年  月  日 

 

 

           様 

 

高齢者シェルター依頼書 

 

板 橋 区 長 

○ ○ ○ ○ 

 

 

高齢者シェルター事業について、下記のとおり依頼します。 

 

 

 

 

利用者 

氏  名  

生年月日  性別  

住  所  

利用年月日 年  月  日～  年  月  日 

 

 

 

 

 

理  

由 

 

 

 

 


